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雑感 図書館協力と実学
大竹光治

図書館の存在意義は様々な方がそれぞれの方法で世に伝えてくださっていてありがたい乙とだと

つねづね感謝しているのは当然として、図書館協力の場に偶然立ち合って世の中へお役に立つ立ち

方を何か教えてくれるかと「図書館学・書誌学辞典」を開いてみると、図書館学とは図書館経営及

び書誌活動の学問と定義されており、これで図書館学は役lζ立ちそうだと安心はしたが、さて参考

とすべき文献はというととれは当然書誌の出番、分類という思想にぶつかることになる。と乙ろが

分類というと世の中に役に立っているのかどうか信用できないという先入観がある。森羅万象を知

る手掛とは思えども、系統樹とか高級アノレコーノレとか上位概念とか学術用語を駆使して日常言語と

錯誤させ価値判断の導入を図ろうとしているのではないかという魂胆が、分類をかたる（語る・踊

る）方々にはありそうだという邪推である。図書分類では10進分類の体系は体系性の為に何かを犠

牲にしてはいな．いかとか、小数点以下桁数が増えれば増えるほど分類の精密さと反比例してお役lζ

立ちにくいのではないかなどという邪推は邪推であって、ただいま現在びぷろす誌に連載中の千賀

正之氏の「図書分類への招待Jの教えによって蒙を啓かれつつある。

御託は止めて図書館協力の場に立ち返れば、図書館資料の相互利用を十全に展開するに国立国会

図書館の書誌活動がそれを担保するという考えがあって、そのさきにその成果の頒布が任務となっ

ている。冊子体刊行物は昭和23年から、印刷カードは24年から、 56年以降はデータベースの磁気テ

ープ頒布、 CD-RO M頒布、オンライン提供を開始しているが、国が緊縮予算を組んだ57年から

は刊行物の一律無償配布の廃止を余儀なくされ、乙れ以後のシーリング枠の厳しさは緩まず、その

足棚を突破する努力もなかなか実らない。そこで民間の皆様にいろいろお願いしながら協力の実を

挙げていきたいという方向も追求、最近では読書アドバイザー制度によって読書を通した生涯学習

の新たな分野を開拓し、また読書を通じて自己実現する活動の場を創造するなどの目的を掲げる団

体も現われて心強い限りである。というと乙ろで尻切れとんぼ実学としての図書館学は駄文を綴る

に実にお役に立ちました。

（おおたけ みつはる 国内協力課長）
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「国立国会図書館NDC分類コード」掲載にあたって

国立国会図書館は、昭和25年 9月より、印刷カードに『日本十進分類法（NDC）』新訂 6版に

よる分類記号の付与を開始した。その後、昭和55年 1月には、新訂6版から新訂 8版への切り替え

を行ない、現在に至るまで「日本全国書誌」および印刷カード花、 ND C新訂 8版による分類記号

を付与している。

ND C新訂 8版の序説にもあるように、分類表の適用においては、分類結果の統ーを保つため、

分類表の首尾一貫した運用のしかたや複雑な主題の取り扱い方を定めた分類コード（分類規準・分

類規程）が必要である。 ND C本表あるいは参考書などに掲載されている分類コード以外に も、日々

の分類作業の中で必要に応じて取り決めるコードもあり、当館でも幾度かにわたり館内の作業上の

指針として蓄積したコードを、参考資料として示す機会をもった。新訂 6版時代lζ は『国立国会図

書館和漢書分類コ ード』（春秋会 1958）および増補（1967）があり、新訂 8版採用後は「印刷カ

ード通信」 No.55 ( 1980. 11. 29）および、No.62 (1984. 8. 25）に、同じく『国立国会図書館和漢書分類コ

ード』と題して掲載 した。

しかし、その後かなりの年月が経過し、当館の分類コードについて他館から寄せられる問い合わ

せも少なくないため、このたび前回の「印刷カード通信」掲載分を改訂増補し、『国立国会図書館

ND C分類コード』と改題の上、 「全国書誌通信Jle掲載することとなった。収録範囲および構成

は以下のとおりである。

収録範囲

「印刷カード通信」 No.55, 62掲載の『 国立国会図書館和漢書分類 コード』を主体とし、 1993年 4

月現在までに当館が作業用に取り決めたND C新訂 8版の分類コードを収める。

前回「印刷カード通信」に掲載した各項目については、乙れまでの付与実績の確認調査を行ない、

必要に応じて訂正を加えるとともに、今後使用しない項目については乙れを削除する。また、前回

掲載後lζ事務用として取り決めた事項で、今回掲載が可能なものについては、新たにコードとして

これを追加する。

なお、当コードは『 ND C入門』（もりきよし編 日本図書館協会 1982）などの文献に掲載さ

れているコードについては原則として収録の対象としないため、網羅的な分類コードとは言えない。

構成

本号には、前編として ND C補助表および O～4類に関する項目を掲載する。後編の 5～9類分

は次号l乙掲載する予定である。項目の排列は分類記号順であるが、前回「印刷カード通信」掲載分

から削除した項目については、各号の表の末尾lζ一括して示す。

各項目には、分類記号および分類項目をND C細目表にならって記載し、下段に取り決め事項を

記載してある。符号などの使用法も原則として ND C本表にな らっている。
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国立国会図書館NDC分類コード 前編

補助表． 0 ～ 4実貢

1993年 4月現在

ND  C補助表

形式区分〔共通細目］

-031 書誌．文献目録．索引

抄録，抄録集は，乙の記号を用いる．ただし「抄録，抄録集」という書名であっても，書

誌として扱えないものには，用いない

-04 論文・講演集．評論．エ y セイ． シンポジウム．随筆．雑著

上記の項のうち， 「随筆」， 「雑著Jは 049 を用いる

-049 随筆．雑著

上記の項を新設する

-072 特許．規格

上記の項を新設する

地理区分〔地域細目］

-31 古代ギリシア

-32 古代ローマ

上記も，必要に応じて地理区分記号として使用する
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総記

007.6 データ処理：データベース管理システム

特定主題におけるデータ処理は，それぞれの主題のもとに収める

例：「図書館における目録の機械化」は 014.37 

「企業におけるデータ処理」は 336. 57 

0 1 0. 2 図書館史 発地理区分

上記の項を新設し，地理区分をして用いる

個々の図書館の歴史は 016/018 K収める

0 1 2. 8 図書館設備：衛生・機械・電気設備

てーチカノレコンベアなどの自動機械設備は， ここに収める

014.71 文書．記録．写本．貴重書

公文書の整理法は，ここに収める

0 1 9 読書法．図書評論法

書評集は，ここに収める

読書一般に関するものは，乙乙 l乙収める

0 1 9. 2 読書指導．読書記録

学校教科における読書指導は 375.8 に収める

025 一般書誌．全国書誌 発地理区分

ここには，一地域で出版された各分野の主題にわたる書誌を収める．一地域に関する書誌は

025.8 l乙収める

025.8 地方書誌．郷土資料目録 発地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる

乙乙には，一地域に関する書誌で，各分野の主題にわたるものを収める

例：「国立国会図書館所蔵朝鮮関係資料目録」は 025.821 C×025.21] 

027.38 個人著述目録・著作年譜

個人伝が 289 に分類される人の著述目録・著作年譜は，乙乙に収め，特定主題の

もとに分類される人の著述目録・著作年譜は，それぞれの主題のもとに収める

例：「夏目激石著作目録」は 910. 268 

027.5 逐次刊行物目録及び索引

雑誌記事索引は，乙乙に収める

0 2 7. 9 非図書資料目録：視聴覚資料，地図

点字，録音本の目録は，ここに収める

0 3 1 . 7 クイズ集．問答集 →： 798 

上記の項を新設する

0 3 1 . 9 児童全科学習事典

上記の項を新設する

038 ロシア語．スラヴ語．その他

その他の項には 031/037 及びロシア語，スラヴ語以外の言語によるものを収める
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049 雑著

上記の項は 049.1/.9 K展開し，言語区分をして用いる

0 5 1 逐次刊行物〔日本語〕

上記の項は，次のとおり展開して用いる

0 51 . 1 学術紀要・報告

• 2 調査研究資料

. 3 総合・評論誌

. 4 時事・情報・外事誌，グラフ誌

• 5 郷土誌

. 6 大衆・教養・娯楽誌，漫画誌

• 7 婦人・家庭誌

. 8 青少年・学生誌，児童誌

. 9 その他

069 博物館 →： 379.2 

上記の参照は用いない

博物館一般の歴史は 069.02 のもとで，地理区分をして用いる

一館の歴史は 069.6/ .7 K収める

069.8 専門博物館

乙乙 lとは，専門博物館一般を収め，特定主題の博物館は，その主題のもとに収める

注記のうち「もし・・・…・・・・・・・の如く」 は用いない

070.13 新聞と自由

放送の自由，放送事業における言論の自由は，ここに収める

歴史・事情 失地理区分070.2 

上記の項を新設し，地理区分をして用いる

学哲

1 0 2 • 8 哲学者列伝

上記の項を新設する

104. 9 雑著

上記の項を新設する

121.02 通史［日本思想］

上記の項を新設する

130 . 2 通史〔西洋哲学］

上記の項を新設する

140 . 2 心理学史

上記の項を新設する．乙の項は一般通史として用いる

心理学者の個人伝は 289 K収めるが，その学説は 140. 1 もしくは関連主題

のもとに収める

148. 5 方位：家相，地相，墓相

印相は， ここに収める
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1 4 9 応用心理学

注記のうち 「もし・・・・・・・・・・・・の如く」 は用いない

1 5 1 . 5 人道主義．利他主義．社会主義

博愛主義，民主主義は，乙乙 i乙収める

168 ヒンズー教． ジャイナ教

タントラは，乙乙に収める

1 8 2. 8 釈迦．仏弟子．名僧伝

一国のものも，多数の固にわたるものも，複数宗派の僧侶の叢伝は，すべて乙乙に収め

る

1 8 5. 5 伽藍．仏塔．党鐘

卒塔婆，板碑は，乙乙 lと収める

1 8 6. 8 仏像．菩薩．墨陀羅

観音信仰は，乙乙 lと収める

歴 史

2 0 2. 2 歴史地理学

上記の項に →： 290.18 の参照を追加する

2 0 2. 3 年代学．紀年法

国号は， 乙こに収める

各国の年代学，紀年法は，各国史のもとに収める

2 0 2. 5 考古学

個々の遺跡・遺物i乙関する資料は，各時代のものもすべて，その国の考古学のもとに収

め，一地方史，一時代史としては取扱わない．ただし，一地方にある遺跡・遺物の一覧

は，その地方の歴史のもとに収める

例：「登呂遺跡の発掘」は 21 0. 2 〔×215.4]

210.09 有職故実．儀式典例

一時代のものも，すべて乙乙に収める

210.18 対外交渉史

明治以前までの通史を乙こに収め，各時代の交渉史は，それぞれの時代に収める

明治以後の交渉史は 31 9. 1 K収める

2 1 7 • 4 山陽地方一般

瀬戸内海は，乙こに収める

220 アジア史．東洋史

形式区分を用いるときは「 0」 （ゼロ）を重ねる

222.01 通史：興亡史，文化史，民族史，災異史，渉外史

上記の項のうち「災異史」， 「渉外史」を削除し，下記の項iζ収める

222.017 災異史

上記の項を新設する

222.018 渉外史

上記の項を新設する
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222.8 新彊：ウィグノレ自治区

突販は，乙乙 l乙収める

226 西南アジア．中東〔近東］

中東一般は，乙乙に収める．ただし，扱われている国の大部分が 228 のもとの国である

場合は 2 2 8 IC収める

281.036 職員録．役員録

各主題における職員録，役員録は， 乙乙 lと収めないで，それぞれの主題のもとに収め

る

例：「官庁職員録」は 3 1 7 . 2 

288.4 皇室

皇室，王室の個人伝は，日本の皇室のみ 288.4/288.44 を用いる．外国の皇

室，王室の個人伝は 289.2 及び 289.3 を用いる．ただし叢伝は 288.49 

（地理区分）を用いる

289 個人伝記

上記の項は，以下のとおり展開して用いる

2 8 9. 1 日本人

. 2 東洋人

• 3 西洋人

290.18 歴史地理

上記の項lζ →： 202.2 の参照を追加する

291/297 各国．各地方の地誌・紀行 発地理区分

290 のもとの細目を適用し，展開する．ただし細目の使用は，国単位にとどめる

例：「イギリス紀行」は 293.309 

「ロンドン紀行」は 293. 33 

社会科学

3 1 0. 4 論集．評論

政治に関した内容の演説集，論文集は，国や時代に関係なく，乙こに収める

314.145 議事総覧〔衆議院〕

上記の項は，次のとおり展開して用いる

314. 1451 本会議議事録

. 145 2 委員会速記録

.1453 議案

. 14 5 4 請願

. 14 5 5 陳情

. 14 5 6 報告書

. 14 5 7 法律案

.1458 予算

. 14 5 9 決算
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314.155 議事総覧〔参議院】

上記の項は 314.145の如く展開して用いる

3 1 4. 9 直接参政制度［直接民主制］

上記の項に →： 318.4 の参照を追加する

317.21/ .29 行政組織．行政機構

3 1 7 • 8 

乙乙 lとは，行政組織に関するものだけを収め，各官庁の行政に関するものは，

それぞれの主題のもとに収める

植民地行政

上記の項に，次のとおり注記を追加する

持支配固によって地理区分

3 1 8. 3 地方公務員．人事行政

県職員録は， 乙こに収める C×318.035] 

3 1 8. 4 地方議会．地方選挙 持日本地方区分；→ ：314

上記の参照は用いない

3 1 8 • 6 I 地方開発行政

特定地域のものは 31 8. 2 のもとに収める

3 1 8. 7 都市問題．都市政策

特定地域のものは 3 18. 2 のもとに収める

3 2 0. 9 法令集．判例集

上記の項のうち「判例集」を削除し，下記の項i乙収める

320.98 判例集

324.2 

上記の項を新設する

ここには，一般判例集及び判例解釈を収め，特定主題の判例集及び判例解釈は，その

法律のもとに 098 を付加えて細分する

例：「民事判例集」は 324.098 

物権法．財産法

不動産法一般は，乙こに収める

324.83 財団抵当法

企業担保法は，乙こに収める

3 2 5. 6 有価証券法

手形法，小切手法の両方を扱ったものは，乙乙 l乙収める

326.35 犯罪社会学

上記の項は用いないで 368.6 に収める

326. 36 犯罪現象

上記の項は用いないで 368.6 に収める

326.81 治安立法

暴力団対策に関する法は，乙乙に収める 〔×368.5] 

327. 03 書式集

登記書式く一般＞は， ここに収める

327.209 訴訟記録〔裁判記録］

上記の項を新設する

327. 62 強制執行．証拠法〔刑事訴訟法］
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代用監獄は，乙こに収める 〔×326.5]

[3 2 8] 諸法

注記のうち「もし－－－－－－一・・・・の如く」は， 用いない

330.59 〔経済〕年鑑．統計書

国民所得，県民所得の統計書は， 乙乙 i乙収める

3 3 1 • 8 経済各論

331.8/.88 Iζ は，一般的な概説書を収める

各学派（331.3/.77）に属する経済学者の著作や研究書のうち 331.8/.88 

に含まれる主題のものは 331.3/.77 に収める

331.86 国富．国民所得．社会会計. G. N. P. 

国民所得の理論は，乙乙 l乙収め，統計書は 330.59 K収める

331.87 消費．貯蓄．投資．著修．貧困

設備投資の理論は，乙こに収める．設備資金は 3 3 8. 1 k，生産面への設備投資

は 509.3 K収める

335.035 名簿〔ダイレクトリ〕

会社名簿・要覧，商工名簿 ・要覧は，乙乙 iと収める

335.48 社史〔社誌］

注記のうち 「但し・・・・・・ー・・・・よい」 は， 用いない

336.1 経営政策．経営計画

経営数学は，乙乙 lζ収める

〔336.6] 生産管理．生産工学

336.6/.69 は用いないで 509.6 へ収める

336.7 営業管理仁業務管理J.マーケティング

上記の項に「販売管理」を追加し， 「マーケティング」を削除する

「マーケティング」は 6 7 5 IL.収める

336.71/.79 

この項は用いないで 673/676 K収める

336.98 税務会計．申告納税．税理士

個人・の税務会計も， ここに収める

338.12 金利．利子．利廻．利殖

上記の項のうち， 「利殖Jは 338.18 K収める

注記は用いない

338.154 債券．公社債

上記の項に →： 335.44; 347 の参照を追加する

338.155 株式

株式相場，株式投資法は，とこに収める

338.18 利殖

上記の項を新設する

投資一般， 金儲け法は，乙乙 l乙収める

338.7 庶民金融．消費金融

クレ ジットカードは，乙乙 l乙収める

338.74 住宅金融公庫．国民金融公庫
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住宅金融一般は，乙 ζ に収める

339.3 保険政策・行政・法令

上記の項に →： 325.4 の参照を追加する

343.7 経費．財政支出

補助金一般は，乙乙もしくは 344 K収める

344 予算．決算

各省庁の予算，決算も，全て乙乙 lζ収める．補助金一般は，乙乙もしくは 343.7 K収

める

345.5 財産税：相続税，贈与税

地価税は， 乙乙 l乙収める

349.8 公有財産

注記の「地方公共事業」を， 「地方公営事業」と訂正して用いる

〔359] 各種の統計書

上記の項は用いないで，それぞれの主題のもとに収める

365.37 下宿．貸開業

上記の項に →： 673.9 の参照を追加する

366.29 職業．職業紹介．職業訓練．就職

産業分類，職業分類は，乙乙 lと収める

各県の職業安定行政は 366.2 lζ収める

366.32 労働時間．休日．週休二日制．有給休暇，帰休制度

育児休業は，乙乙に収める

366.6035 名簿【労働組合］

公務員，教職員などを除く労働組合の名簿は，一般には，乙乙に収める

366.628 個々の組合誌

主要連合体，協議会は， 乙こに収める

366.8 各種の労働・労働者

外国人労働（者）， 派遣労働（者）は，乙乙に収める

370.35 名簿〔教育］

学校名鑑，教育者人名録は，乙乙に収める．ただし，全国大学一覧は 377.035 

に収める

373.78 人事行政．勤務評定．共済組合 特教員組合→ 366.6

上記の参照を，次のとおり改める

→ 3 7 4. 3 

教職員3 7 4. 3 
教職員団体，教員組合は，乙乙 lζ収める

374.79 教具．教育機器

上記の項に →： 375.19 の参照を追加する

375 教育課程．学習指導．教科別教育

生活科は，乙乙に収める

375.49 保健．体育科

学校における性教育は，乙乙 lζ収める

3 7 5. 9 教科書

375.93/.98 は 375.3/ .8 の如く，科目別に細区分する． 参考書，ワー

クブックは 375.3/.8 の各科に収める

A
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376.15 教育課程〔幼児教育］

幼児に対する性教育は，乙乙 lと収める

3 7 6. 9 外国人学校．在外邦人学校

各科の教育は 375 のもとに収める

377.13 大学教職員

全国の大学教職員，研究者名簿は， 乙乙 i乙収める

377.28 個々の大学誌

個々の大学の教職員名簿，要覧は， 乙乙 l乙収め，附属機関の要覧は，それぞれの主題

のもとに収める

378 障害児教育

自閉症児の教育は， 乙乙 lζ収める

障害者関係の学習指導要領は，ここに収める

3 7 8. 1 8 点字法．点訳奉仕

視覚障害者のための録音奉仕 ・拡大写本に関するものは， 乙乙に収める

自然科学

402. 1 日本科学史

上記の項は，次のとおり展開して用いる

4 0 2. 1 日本科学史

. 105 江戸時代

C蘭学．洋学〕

. 106 明治以後

402.9 科学探検 ・調査 〉｜く地理区分

上記の項を，次のとおり改める

科学探検 ・調査．自然誌 米地理区分

探検の通俗的読物，あるいは内容が人文，自然の両方にわたるものは，地誌に収める

406.9 科学博物館 →： 069 

上記の参照は用いない

409 科学技術政策 ・行政

上記の項を新設する

4 1 0. 2 数学史 米地理区分

上記の項を新設し，地理区分をして用いる

4 2 7. 8 磁気学：磁化現象，磁気共鳴，磁石

磁石は 428.9; 541.66 に収める

4 2 7. 9 地磁気 →： 450.12 

上記の参照を，次のとおり改める

→ 450.12 

4 3 9. 1 炭水化物．配糖体．精油．テノレペン →： 576.6 

上記の参照を，次のとおり改める

→： 464.3; 576.6 
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4 3 9. 2 ステロイド

上記の項に →： 464.4 の参照を追加する

440.14 電波天文学

エックス線天文学は，乙こに収める

442.7 天体写真術 〉｜〈天体写真集 → 440.8 

上記の参照を，次のとおり改める

→ 440.87 

448.2 地熱．重力 →： 450.12 

上記の参照を，次のとおり改める

→ 450.12 

季節 →： 451.8; 468.5 448.5 

上記の参照のうち 468.5 を削除し，次のとおり改める

→ 451.8 

450.12 地球物理学 →： 448.2 

上記の参照は用いない

地熱，重力，地磁気，電離層は， こ乙 i乙収める

450.98 自然災害誌 米地理区分

上記の項を新設し，地理区分をして用いる

451.33 成層圏：オゾン層，電離層

上記の項のうち「電離層」は 450.12 に収める

気候学 →： 448.5 4 5 1 • 8 

上記の参照は用いない

460.87 図集・写真集 C生物学］

生物の顕微鏡写真集は， ここに収める

472.9 天然記念物植物 米地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる

4 8 2. 9 天然記念物動物 米地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる

490.9 東洋医学．漢方医学．古方．蘭方

乙乙には，各系にわたる一般的なものを収め，各系は，それぞれのもとに収める

491.17 神経系．神経学．感覚器

神経分泌は， ここに収める

491.65 腫療．癌

腫蕩，癌の病理一般は，乙乙 l乙収める

491.69 体質学．素質

遺伝病は，ここに収める

492.12 心臓・脈管系の診断・検査法

心エコー図は， ここに収める

492.4 放射線医学 →： 427.55; 549.96 

上記の参照は用いない

4 9 2. 9 看護学．各科看護法．看護婦試験

上記の項のうち， 「看護婦試験」は 492.907 K収める
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492.907 看護教育

上記の項を新設する

看護婦試験は， 乙乙 l乙収める

腫蕩．肉腫．癌494.5 

化学療法，放射線療法も，乙乙 l乙収める

各器官の癌の治療法は，それぞれのもとに収める

494.6 局所外科学

上記の項は用いないで 494.2 に収め石．ただし 494. 62/. 67 は用いる

各器官の外科手術は，すべて 4 9 4. 6 2/. 6 7 K収める

4 9 5. 5 産科学

産科手術は， 495.52 1ζ収める

495.52 産科手術

上記の項を新設する

乙こには，娩出手術，人工妊娠中絶手術，帝王切開術などを収める

歯科外科学．口腔外科4 9 7. 3 

歯科麻酔学＜一般＞は， 乙乙 l乙収める

498. 16 医療施設．病院経営・会計

臨床検査センターは， ここに収める

498. 58 治療栄養学．病態栄養学．保健食．食餌療法

痩身のための食事は， 乙乙 lと収める

499.09 薬業経済・行政・法令．薬の生産と流通

薬剤師は， こ乙に収める

4 9 9. 8 生薬学．和漢薬

生薬，和漢薬療法は 490.9 に収める

前回掲載コードの削除

以下のコードは，今後使用しない

202 歴史の補助学

2 0 2. 2/. 9 までの細目は 2 0 2. 5 の「考古学」を除き，各国歴史の共通形式区分と

して用いる

例：日本歴史地理 210.022 

日本古文書学 210.029 

中国史年代学 222. 0023 

栄典制度：位階，勲章，褒章，国葬など3 1 7. 5 

外国の制度もすべてとこに収める

317.7/.79 警察．公安

国や地域lと関係なく，すべてここに収める

362 社会史．社会体制

家族制度は， 乙こに収める
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